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短
期
滞
在

シ
ョ
ー
ト

・

ス
テ
イ

■
介
護
者
が
病
気
に
な

っ

た
　
■
冠
婚
葬
祭
が
あ
る

■
農
作
業
が
忙
し

い
　

■
休
養
し
た

い

■
旅
行
に
行
き
た

い
と
き
な
ど
。

寝
た
き
り
や
痴
果
の
お
年
寄
り
を

一
週
間
程
度
、

近
く
の
老
人
ホ
ー
ム
が
お
世
話
し
ま
す
。
場
合

に
よ

っ
て
は
、
期
間
の
延
長
も
で
き
ま
す
。
申

し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
は
お
気
軽
に
役
場
福
祉

係
ま
で
ど
う
ぞ
。

一
泊
三
食
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
料
込
み
の

一
日
の
費
用

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（梅
香
苑
な
ど
）
二
〇
六
〇
円

みんなで考え

支えよう

もリ
』」Ｆ一
　
　
「６

Ｊ
一
コ
″
　
　
．

V
(1994.4月 受付分 )

高齢社会（
こ
れ
は
平
成
５
年
度
の
費
用
額
で
す
。

本
年
度
は
少
し
上
が
る
見
込
み
で
す
。
）
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赤 ち やん
たんじよう

男の長さん

さんの二男

清 孝
恵 美
隆 一
和 子
克 典
洋 子
元 親
幸 子

高森 ・ 旭 通

白 水  村
永野原・岩神

さんの長男

さんの長女

4.21

4 ・25

高倉 翔太ちゃん
(上色見)3・ 26生

田上 主税ちゃん
(上色見)3・ 28生

立石 勇気ちゃん
(高 森)4・ 6生
産を どiたちゃん
(高 森)4・ 13生

● すえなが< ′_…磁、
おしあわせに

以`ヤl｀吟′

ま3

5月 25日 -26日 に福岡市で行われた

「はなしのふキャンペーン」の一コマ

今年も野山|こ野草の花が咲きはじめ、高森が原生地

の「はなしのぶ」も、これからますます花の色を濃<
して、私たちを楽しませて<れることでしよう。
―
Fはなしのぶコンサート」と切り花出荷のPRなど、
いろいろなところで「はなしのぶ」への取り組みが行

す。

人□の動き
(5月 4日現在)
世帯数 2,525(+10)
男  3,904(+9)
女  4,237(-8)
総 数 8,141(+1)

用
お
日
は
　
　
　
，

´

は
な
し
の
ぶ
コ
ン
サ
ー
ト
」
で
す
。 ４
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三森 頼利
木本あかね

穴見 俊則
今村美枝子

山永  宏
住吉真由美

塚本

河 口

野尻

高村 麗美
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(住所) (御遺族)(死 亡者)(年齢)
永野原 堤  園雄 堤 ツタエ 86

杉田 冨雄
勇  健一

ありがとうございました (敬称略)
■町社会福祉協議会ヘ

〈香典返し〉堤 國雄,佐伯 一、甲
斐富士郎、野依ちとせ、加藤文凡、有

藤良夫、杉田富雄、山遷幸男、甲斐利

治、村上元次、本川つや子

く病気見舞返礼〉岩下健治

■広報送付寄付 熊川 康

○

編

集

後

記

▼
今
年
も
今
日
か
ら
梅
雨
シ
ー
ズ
ン
に
入
っ
て
き
ま
す
。

人
家
は
も
ち
ろ
ん
、
農
地
山
林
へ
の
被
害
が
心
配
さ
れ

ま
す
。
気
象
情
報
Ｅ
注
意
し
て
早
目
に
対
応
で
き
る
も

の
は
対
策
を
立
て
て
お
き
意
し
よ
う
。

▼
奥
阿
蘇
物
産
館
が
オ
ー
プ
ン
し
、
七
月

一
日
が
ら
は

奥
阿
蘇
キ
ャ
ン
プ
場
も
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
毘
虫
採
集

や
山
間
の
敵
歩
な
ど
、
森
林
の
有
効
活
用
や
自
然
保
護
、

自
然
と
の
ふ
れ
あ
う
こ
と
の
大
切
さ
に
、
あ
ら
た
め
て

関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。
自
然
の
大
切
さ
と
、

広
大
な
森
林
を
持
つ
私
た
ち
の
町
を
理
解
し
て
も
ら
う

こ
と
も
、
キ
ャ
ン
プ
場
を
作
っ
た
目
的
の

一
つ
で
す
。

地
球
規
模
で
の
無
秩
序
な
開
発
と
世
界
中
の
地
域
間
戦

争
、
そ
し
て
私
た
ち
人
間
の
生
活
排
水
な
ど
の
色
で
な

問
題
。
ぜ
い
た
＜
で
便
利
な
生
活
の

「
つ
け
」
が
最
終

的
に
地
球
の
温
暖
化
や
オ
ゾ
ン
層
の
減
少
な
ど
環
境
の

破
壊
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
、
ジ
ワ
ジ
ワ
と
住

み
に
＜
い
星
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
心
配
さ
れ
て
い
誅

す
。
★
キ
ャ
ン
プ
場
の
大
地
Ｅ
寝
っ
こ
ろ
が
り
、
星
を
見
な

が
ら
こ
ん
な
話
を
子
供
た
ち
に
間
が
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。
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高

高

高

上

芹

津

高

高

高

ていま

一　
水
と
緑
と
上
の
に
お
い
い
っ

ぱ
い
の
住
み
よ
い
町
に
し
ま

す
。

二

伝
統
を
重
ん
じ
、
文
化
の
薫

る
潤
い
の
あ
る
町
に
し
ま
す
。

三

老
人
を
大
切
ぼ
し
、
子
供
の

夢
を
育
て
華
せ
な
町
に
し
な

す
。
　
　
・

四

勤
労
を
尊
び
、
産
業
を
振
興

じ
活
力
あ
る
町
に
し
ま
す
。

五

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
心
身

を
き
た
え
健
全
な
町
に
し
ま

す
。

「

おめで くやみ

躁
イ
釆
る
こ
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ホ
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い
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ぉ
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東
京

合

って

き

ま
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．

、
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ぉ
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ゃ
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つ
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す
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通
直
こ
ん
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０
ゲ
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し
ゃ
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灯の月置ミ主
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奥
阿
蘇
物
産
館
オ
ー
プ
ン

町の特産品を開発 士”
〓沢
日
翼

●

今村町長らによるテープカット

運
転
免
許
証
の
更
新

更
新
時
の
手
数
料

有
効
期
限
の
延
長

史
新
手
数
料

講
習
手
数
料

こ
れ
ま
で
は
、
免
許
証
の
有
効

期
間
は
三
年
間
で
し
た
が
、
誕
生

＝
が
今
年
の
六
月
十
日
以
降
平
成

八
年
五
月
九
日
ま
で
の
―ｌｌｌ
に
免
許

証
の
更
新
を
す
る
方
で
、
過
去

１

年
の
――――
無
違
反
の
方
は
免
許
ｌｉｌｌｌ
の

有
効
期
限
が
五
年
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
免
許
証
の
有
効
期
限
欄
の

色
が
金
色
で
表
示
さ
れ
ま
す
。

た
た
し
、
吏
新
＝
に
し
―
　
‘‐
‥
成
に
な
る

人
は
四
年
‐――‐
と
イ，‥
り
‐
賞
新
＝
に
Ｌ
Ｉ
．

歳
以
Ｌ
に
な
る
人
‐―

．
午
‐――！
Ｌ
」な
り
■
１
．

優
良
運
転
Ｆ
及
ひ

簡
１１
講
習
対
象
Ｆ

．
般
運
転
Ｆ
及
ひ

“
常
識
習
対
象
Ｆ

交
ｍ
安
全
協
会
費

～，‐１

　

イー
効

期

限

―‐―
年

の
場
合

Ｆ
」
Ｔ
＝
　
商
業
統
計
に
ご
協
力
を

矢
津

田

・
高
尾
野

井

上

寿

一

屋根の高さは!7m。 三階には軽食、喫茶コーナーもあります。

●  ●

●  ●

百
円

Ｌ

Ｉ

＝

更

新

の

通

知

更
新
の
四
十
日
は
ど

‐――‐
に
公
安

各
彙
会
か
ら
期
間
、
場
所
費
用
な

ど
が
記
載
さ
れ
た
更
新
の
通
知
書

が
公
安
委
員
会
か
ら
送
ら
れ
て
き

ま
す
。
更
新

に
は
必
ず
そ
の
通
知

Ｌ
口を
持
参
し
て
手
続
き
を
し
て
い

た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、

肛
新

の
通
知
は
大
切
に
保
管
し
て

お
い
て
く
だ
さ

い
。

全
国
の
商
業
を
営
む
す
べ
て
の

■
業
所
を
対
象
と
し
て
、

．
年
に

．
回
こ
の
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

調
査
は
七
月
　
＝
現
在
で
の
色
々

な
状
況
を
調
査
票
に

‐
…己
入
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
生
す
。

商
業
統
計
調
査
彙
が
、
商
業
を

営
張
れ
て
い
る
と

こ
ろ
に
お
イ‐ｉｌ
い

し
て
詳
し
い
内
容
を
説
明
し
ま
す

の
で
、
お
忙
し
い
と
こ
ろ
お
手
数

で
す
が
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

記
人
い
た
だ
い
た
調
査
票
の
内

容
な
ど
、
秘
密
は
厳
重
に
守
ら
れ
、

持
様
に
利
害
関
係
が
生
す
る
よ
う

な
目
的
に
は
使
川
さ
れ
ま
せ
ん
。

年

金

相

談

！―サ‐
‥
円
相
談
彙

に
よ
る
年
金
相
談

所
が
――――
設
さ
れ
ま
す
．

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険

に

つ
い
て
相
談
を
受
け
ま
す
。

お
気
軽
に
お

い
て
く
た
さ

い
。

■
と
　
き
　
六
月

‐
―

‐
日
（水
）

午

――――
十
時
か
ら
午
後
ｉ
時
ま
で
。

日
と
こ
ろ
　
林
業
総
合

セ
ン
タ
ー

．
階
中
会
議
常

五
月
人
札
分

（五
百
万
円
以
上
）

さ

ん

(18)

4り |か ら|‖「イ比」場にイヽ 111戦 していま
―
り
~。 守:

生の頃の ||え は許されず、 大変責f「:の li

い職場だと思います。

社会人としては 「ヒヨッコ1ですが、

町役場職 itの ・人として粉骨 li午身頑張り

ま・ ,1,

まだ、若くいさととかないとこ/)が 多々

あると思いますので、イ111指導のはど宙 し

くお願いします。

ど
う
だ

お
い
で
下
さ
い
。

高森から車でゆっくり20分。奥阿蘇大橋もすぐ近 くの奥阿蘇物産館の内部。 (総床面積495m'一部三階建て)

(15)

か
れ
て
か
ら
建
設
中
０
あ
つ
た

大
字
草
部
の
奥
阿
蘇
物
産
館
が
四

月
ニ
ト
八
ロ
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

式
典
に
は
今
村
町
長
を
は
じ
め

町
関
係
者
、
町
議
会
議
員
、
駐
在

員
、
そ
し
て
今
後
こ
の
施
設
を
管

理
運
営
す
る
奥
阿
蘇
物
産
館
等
管

理
運
営
組
合
員
な
ど
約
五
十
名
が

出
席
。
神
■
の
後
今
村
町
長
ら
が

紅
自
の
テ
ー
プ
に
ハ
サ
ミ
を
入
れ

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
・

現
イ！―
の
と
こ
ろ
、
特
産
品
と
し

て
販
売
さ
れ
て
い
る
の
は
牛
皮
細

Ｉ
、
手
作
リ

ハ
ム
、
チ

ヨ
コ
レ
ー

ト
や
地
元
の
若
草
、
ひ
め
ゆ
り
、

は
な
し
の
ぶ
の
婦
人
グ

ル
ー
プ
が

作

っ
た
万
十
、
手
作
リ
バ
ン
、
カ

リ
ン
ト
ウ
な
ど
。
今
後
も
色
々
な

ア
イ
デ
ア
で
特
産
品
が
開
発
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
特
産
品
製
作
の
体

験
教
宝
な
ど
も
計
画
さ
れ
て
お
り
、

車
部
だ
け
で
な
く
町
全
体
の
発
展

の
た
め
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
．

地
休
中
は
わ
ら
び
狩
り
の
人
な

ど
た
く
さ
ん
の
観
光
客
が
訪
れ
、

職
腱
さ
ん
た
ち
は
テ
ン
テ

コ
マ
イ

の
忙
し
さ
。
嬉
し
い
悲
鳴
を
あ
げ

て
い
よ
し
た
。
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只
ψ
な
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肥
後
地
質
調
査
株
式
会
社

ｎЦ

６
月
１２
日
　
立
　
野
　
病
　
院

８
０
０
１
ｌ
ｌ

６
月
１９
日
　
み
な
み
阿
蘇

ク
リ
ニ
ッ
ク

富
⑦
２
０
３
０

６
月
２６
日
　
藤
　
本
　
医
　
院

富
⑦
０
０
２
０

７
月
３
日
　
平
　
田
　
医
　
院

富
②
０
２
１
６

７
月
１０
日
　
馬
　
原
　
医
　
院

奮
②
０
６
４
６

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
上
す
の
で
、
テ
レ
ホ

ン
サ
ー
ビ
ス
で
お
確
か
め
く
だ

さ
い
。
　

（②
１
２
２
２
２
）

統
合
小
学
校
建
設
に
伴

う
地
質
調
査
依
託

ｌｌｉ
月
一
十
ロ
カ
ら
六
月

ｌ
ｌ
Ｉ
Ｈ
■
で

六
百

Ｆ
Ｉ
八
ノノ
ー
Ｆ
円

(2)
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職
　
一員
　
募
　
集

阿
蘇
南
部
地
区

交
通
安
全
協
会

次
の
と
お
り
、
職
［貝
の
募
集
が

あ
り
ま
す
。

募
集
人
員
　
　
　
　
　
　
　
一
名

資
　
格
年
齢
十
八
歳
か
ら
二
十
二
歳
ま

で
の
未
婚
の
女
性

学
歴
不
問
た
だ
し
高
卒
程
度

の

試
験
あ
り
。
高
森
、
蘇
陽
、
自
水
．

久
木
野
、
長
陽
に
居
住
ま
た
は
将

来
居
住
予
定

の
方
。

給
　
与
採
用
時
基
本
給
　
約
十
万
円

各
種
手
当
あ
り

申
込
方
法

履
歴
書

（写
真
付
き
）

一
通

申
込
先

（郵
送
、
持
参
可
）

高
森
町
大
字
高
森

一
四
三
二
番

地

高
森
警
察
署
内

阿
蘇
南
部
地
区
同
協
会
宛

て

８
②
０
１
１
０

募
集
期
間

平
成
六
年
六
月
十
日
か
ら
六
月

二
十
日
ま
で

（上
、
日
も
受
付
可
）

選
考
日
及
び
試
験
内
容

七
月
初
旬

（本
人
に
通
知
）

作
文
と
面
接
試
験

写
真
コ
ン
ク
ー
ル

計

量

器

検

定

電
気
式
は
か
り
は

届
け
出
を
し
な

い
と

使
え
な
く
な
り
ま
す
。

平
成
五
年
十

一
月

一
日
か
ら
計

景
法
が
変
わ
り
、
新
た
に
定
期
検

査
の
対
象
と
な
る
電
気
式
は
か
り

の
種
類
が
拡
が
り
ま
し
た
。

今
上
で
定
期
検
査
を
受
け
る
必

要
が
な
か

っ
た
電
気
式
は
か
り
を

使
用
し
て
い
る
方
は
必
ず
り‐‐‐
け
出

て
く
だ
さ

い
。

新
た
に
届
け
出
が
必
要
な
も
の

電
磁
式
は
か
り

誘
電
式
は
か
り

電
気
抵
抗
線
式
は
か
り

ひ
ょ
う
鳳
が
三
十
“
を
超
え
２
ｔ
以
下
の
も

の
。
ひ
ょ
う
量
規
制
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

届
け
出
の
期
限
は
平
成
六
年
十

月
二
十

一
日
ま
で
。
届
け
出
し
な

い
と
色
々
な
取
引

・
証
明
に
は
使

え
な
く
な
り
ま
す
。

高
森
町
の
届
け
出
受
付
は
七
月

六
日
に
林
業
総
合
ヤ
ン
タ
ー
横
で
‐

行
わ
れ
ま
す
が
、
詳
し
い
事
は
、

県
の
計
離
検
定
所
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

８
０
９
６

・
３
６
９

・
２
１
５
１

Ｆ
町
　
‐
ン
ーか

人
も

た

―階24畳の和室 焼き肉もできます。

第14回

熊
本
県

題
材
　
水
産
業
と
海
と
そ
の
生
活

な
ど
に
関
す
る
も
の

部
門

。
応
募
資
格

一
、
中
学
校
、
も
う
、
ろ
う
、
養

護
学
校
中
学
部
の
生
徒

二
、
高
校
、
１，
う
、
ろ
う
、
養
護

学
校
高
等
部
の
生
徒

三
、

一
般
の
部

写
真
サ
イ
ズ

サ
ー
ビ
ス
判

（
一
般
の
部
は
キ

ヤ
ビ
ネ
判
以
Ｌ
）
か
ら
、
四
ツ
切

リ
カ
ラ
ー
も
し
く
は
自
ｌｌｌ
プ
リ
ン

ト
、
ス
ラ
イ
ド
可
。

応
募
方
法
、
応
募
上
の
注
意

各
市
町
村

の
広
報
担
当
係

へ
備

え
付
け
の
募
集
チ
ラ
シ
の
と
お
り
。

（本
町
広
報
係
ま
で
ど
う
ぞ
。
）

応
募
締
め
切
り

平
成
六
年
八
月

一
＝

賞
お
よ
び
副
賞

ヽ
部
門
ご
と
に
金
、
銀
、
鋼
と
入

選
が
選
ば
れ
る
。

一
般

の
部

一
万
円
か
ら
―
万
円
。

中
学
．
高
校
の
部
　
五
千
円
か
ら

五
万
円
の
文
房
具
券
。

全
国
豊
か
な

海
作
り
大
会

●  ●

●

かずかす物産館表にある特産品加工場とハム製造工場

奥
阿
蘇
物
産
館
等
管
理
運
営
組
合

こ
の
組
合
は
地
域
の
意
見
を
取

入
れ
な
が
ら
、
役
員
、
職
員

一
九

と
な

っ
て
地
域
の
活
性
化
の
た
め

に
、
特
産
品
の
開
発
や
奥
阿
蘇
物

産
館
だ
け
で
な
く
、
キ
ヤ
ン
プ
場

な
ど
各
―‐１１
施
設
の
有
効
利
用
に
力

を
合
わ
せ
て
い
こ
う
と

い
う
こ
と

か
ら
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

役
――
は
二
十

一
名
、
日
々
典
剣

な
取
組
み
が
み
ら
れ
ま
す
。

役
員
名
簿

（敬
称
略
）

組

合

長

′‐―‐―
組
合
長

監
　
　
■

ｒ
藤
　
明
善

佐
仙
　
昭
リノ
、

田
代
　
利
美

ｉ

ｒ

ｒｉ

Ｉ
成

光
十
　
慮
雄

ｌｉ
藤
　
政
満

――
藤
　
律
子

興
＝
ツ
ジ
子

中
村
　
敏
治

渡
辺
」県
性
木

人
内

田

西
川

●七
月

一
日
に
落
成
式

物
産
館
は
キ
ャ
ン
ブ
場
の
オ

ー
プ
ン
と
Ｌ
も
に
あ
ら
た
め
て

し
月
　
＝
に
落
成
式
が
行
わ
れ

ま
す
。

―，１
阿
蘇

‥ヽ
ャ
ン
プ
場
は
訪
れ

た
人
た
ち
に
自
然

の
人
切
さ
を

森
林
と
の
ヽ
れ
あ

い
な
ど
実
際

の
体
験
か
ら
学
ん
で
も
ら
い
、

そ
の
中
か
Ｌ
様

々
な
川
解
と
交

流
が
台
生
れ
る
■
か
ら
、
ひ
い

て
は
町
の
企
展
に

つ
な
け
て
い

こ
ぅ
Ｌ
い
ぅ
目
的
か
ら

つ
く
ら

れ
ま
し
た
¨

1l f

|ll

斐

、ノ
^

`そ
1体

進
|1召

`ιξイ4i
l体 ,111ヽ:

伊
藤

功

メ
‐

甲
斐

健十
ｒ
直
光
度
福
角
義

本
|‖

イ)

次 慶
イil l∴F わ1

ヨ
■
目
■

職員紹介

左から、甲斐由合、本田由美、井上今朝―支配人

本田千加子、冨水須磨子さん

，

１
１

，
，

ｔ
，

，
，

ｔ
１

１
，

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

，
１

，
―

‐
―

‐
，

‐
―

‐
―

‐
―

‐
―

，
，

，
，

‐
‐

・
，

，
，
）

麟
踏
一
霞

壺

■

〓

■

■

麟

¨

め
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー

を
い
れ
る
に
は
、
ま
ず
新

し
い
豆
を
選
ぶ
こ
と
で

す
。
コ
ー
ヒ
ー
豆
ガ
新

し
い
か
占
い
か
を
見
分

け
る
簡
単
な
万
法
は
、

豆
を

一
粒
、
指
で
つ
ぶ

し
て
み
る
こ
と
で
す
。

パ
チ
ッ
と
軽
い
音
ガ
す
ね
ば
、

ま
ず
新
し
い
豆
と
い
え
る
で

し
よ
う
。
ま
た
、
豆
を

一
つ

か
み
し
て
床
に
落
と
し
、
カ

ラ
カ
ラ
と
軽
い
音
を
た
て
れ

ば
新
鮮
な
豆
と
い
え
ま
す
。

コ
ー
ヒ
ー
の
い
れ
万
で
代

表
的
な
の
が
、
ド
リ
ツ
フ
式

と
サ
イ
フ
オ
ン
式
で
す
。
ド

リ
ツ
フ
式
は
完
全
に
沸
騰
さ

せ
た
あ
湯
を
、
少
し
さ
ま
し

て
コ
ー
ヒ
ー
の
場
に
注
ぎ
ま

す
。
そ
の
際
、
あ
潟
を
ド
リ

ッ
フ
の
中
艤
か
ら
外
に
円
を

描

＜
よ
う

に
注
ぎ

、
泡

を

た

＜
さ
ん

た

て
ま

す
。
泡
ガ

あ
さ
ま

っ
た
ら
、

同
じ
方

法

で
あ
潟

を
注

ぎ

ま
す
。
こ

う

す
る
と

コ
ー
ヒ
ー
の
粉
が
膨
張
し
、

香

り
と
味
ガ
引

き
立

う

ま
す
。

サ
イ
フ

オ
ン
式

は
、

ま
ず
上
下
三

段

あ
る
フ
ラ
ス

コ
の
下

の
ポ
ー
ル
に

水

を
入

れ
、
下

か
ら
火

を

か
け
て
沸

騰

さ

せ
ま
す
。

そ
の
後
、

あ
ら
か
じ

め

コ
ー
ヒ
ー
の
粉

を
入

れ
て

あ
る
上

の
ポ
ー

ル
を
差

し
込

み

ま

す
。
初
め

か
ら
上

の

ポ
ー
ル
を
セ

ツ
ト

し
て

し

ま
う

と
、

フ
ラ
ス

コ
内

の
水
ガ
況
騰

す
る
前

に

蒸
気

で
粉
が
湿

り
、

コ
ー

ヒ
ー

の
ア
ク
が
出

て
味
ガ
落
ち
ま
す
。

蒸
気
圧

に
よ

っ
て
熱
湯
ガ

上

の
ポ

ー
ル

に
上
ガ

っ
て
き
た
ら
、
静

か
に

粉

を

ほ

く
す
程
度
に
か
き
回
し
ま
す
。

こ

の
と

き
、

か
き
回

し
過
ぎ

る
と
苦

み
が
出
ま
す
。
熱
湯
が
完
全

翔
明
　
に
上
の
ポ
ー
ル
に
上
が
り
、

一
〈
　
一
分
た
っ
た
ら
大
を
消
し
ま

部
“
　
す
。

ル
」
　

と
こ
ろ
で
、
飲
ん
だ
後
の

ワ
」

粉
を
捨
て
て
し
ま
う
人
が
多

照
り
　
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
粉
は
、

粗
一
　
油
を
吸
収
す
る
作
用
が
あ
り

た
一
　
ま
す
。
油
で
汚
れ
た
め
田
な

冒
ユ
　
ど
に
振
り
か
け
て
こ
す
り
、

ｈ
〕

お
湯
で
洗
う
と
油
が
き
れ
い

Ｌ
）

に
落

ち
ま

す
。

ま

た
、
粉

を

聾
硼
　
干
し
て
乾
燥
さ
せ
、
さ
ら
し

て
作

っ
た
小
さ
な
袋
に
入

れ
、

□
を

し

っ
か
り
閉
じ

ま

す
。
戸

棚

や

冷

蔵
庫

に
入

ね
て

お
＜
と
、
脱
臭

剤

と

し

て
役

立

ち

ま

す
。

おいしいコーヒーのいれ方

(14)

リ
6/15日因 6/27日帽)7/5日ω 7/15日o時間9時～15時

遊具も設置されオープンを待つキャンプ場

(3)
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大
字
高
森

・
下
町
の
塚
本
保
雄

消
防
団
長

（六
十
八
歳
）
が
――‐
月

十
六
日
、
藍
綬
褒
■
を
受
け
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
消
防
団
活
動
四

十

一
年
と
い
う
長
き
に
わ
た

っ
て

の
活
躍
と
人
格
な
ど
、
公
共

・
地

方
向
治

へ
の
功
労
が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。
特
に
昭
和
四
十
九
年

と
六
十
三
年
の
集
中
豪
雨
災
害
の

時
は
、
日
夜
時
――――
を
＝
し
ま
す
災

害
救
助
活
動
に
没
頭
さ
れ
る
な
●
Ｌ

今
も
常
に
町
民
の
生
命
と
財
産
を

守
る
こ
と
を
第

一
に
考
え
て
活
動

し
て
お
ら
れ
ま
す
。

受
革
式

の
棋
様
と
感

想
を
お
尋
ね
す
る
と
、

受
車
式
は
東
京
都
の
人

事
院
ビ
ル
で
厳
粛
な
中

に
消
防
庁
長
官
か
ら
伝

達
さ
れ
、
そ
の
後
に
■

居
の
性
明
殿

（晩
餐
会

で
よ
く
使
わ
れ
る
と
こ

そ
の
名
の
と
お
り
藍
色
の
級
に
、
ま
ば
ゆ
い

ば
か
り
の
銀
色
に
輝
く
褒
章

ろ
）
で
天
皇
陛
下
か
ら
、
今
ま
で

の
御
苦
労
に
感
謝
し
ま
す
、
こ
れ

か
ら
も
、健
康
に
気
を

つ
け
て
益
々

活
蹴
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

と
い
う
主
旨

の
お
言
葉
を
受
け
、

大
変
緊
張
し
た
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

塚
本
さ
ん
は
、
下
町
の
駐
在
彙

で
も
あ
り
、
私
た
ち
町
民
の
た
め

に
＝
々
色

々
と
お
世
話
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

あ
ら
た
め
て
、
こ
れ
ま
で
の
御

労
苦
に
感
謝
し
、
今
回
の
受
章
を

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

卜
わ
ス
思

ヽ

―

ノ

′

ヽ
コ
ロ
ン

パ
はヽ

上 色 見 小学 校

塚
本
消
防
団
長

1」

`11′
|2イ |ツ |

“ノ

咆
隋 後藤  旭 くん 楢木野泰志 くん

藍
綬
褒
章
を
受
章

●● ら

ん

じ

ゅ
　

ほ
う

し

ょ
う

藍綬褒章を胸にした塚本消防団長

素たのを 講
直
°
特が絵評

に荼徴よを
表志をれ描岩
現君よた<下
での<り前佳
きたともに代
まんらしt先
しでえま面生
たいてし鳥か°
る描たとら
様<が遊
子こ
｀
び

やとそま｀
がのし
色でぶた
使さんね
い誌
｀°

主円たつき

らヽ講評
真夏

生

澄

色の
イヽ17児

ラ

と

卜

る
と し この

もし鳥う‐らしし
夫ピ|こ ノ

ふチミ

●
ぞ
く
ぞ
く
　
■
は
不
況
で
無

‥――‥
彼
岸

何
故
だ
ろ
う
　
春
か
』
女
難
続
き
で
す

ぶ
り
返
し
　
病
院
好
き
の
如

つ

‐
―
わ
す

派
手
好
み
　
・父
通
■
故
に
ャ
あ
わ

っ
さ
ん

ぞ
く
ぞ
く
　
場
所
も
当
て
と
る
‐―――
店
＝

命
短
し
　
身
投
げ
ど
ん
し
て
お
ら
る
る
か

ぞ
く
ぞ
く
　
故
人
な
徳
の
高
か

っ
た

ぞ
く
ぞ
く
　
古
文
書
通
り
出
リ
ャ
え
え
が

何
故
だ
ろ
う
　
赤
鼻
じ
と
る
下
戸
も
り
‐～
‐
る

卜
ｒ

‘
　

　

　

　

　

　

　

ｎ

リ

傷

　

　

色

．

山
十
夷
■
役
な
ら
ん
と
咲
き
乱
れ

桜
桜
桜
音
を
も
人
も
吸

い
込
み
て

下
る
＝
＝
ふ
く
ら
み
裾
は
花

米
不
足
少
し
早
め
に
籾
を

‐――
く

荒
城
の
月
歌
流
る
花
の
駅

両
袖
に
手
を
入
れ
老
僧
別
れ
霜

爆
め
い
て
本
の
――ｌｌ
洩
れ
く
る
春
の
月

友
訪
え
ば
先
客
あ
る
や
春
矩
健

共
処
だ
け
が
明
る
く
な
り
し
山
椿

肥

後

狂

句

（阿
蘇
御
仲
火
会
）

町
で
は
，
平
成
五
年
十
二
月
に

マ
ス
コ
ッ
ト
デ
ザ
イ
ン

（岩
手
り
‐
‐
　
“

盛
岡
市
の
柏
木
勇
三
さ
ん
の
デ
ザ

イ
ン
）
を
決
定
し
、
今
回
こ
の
受

称
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
県
内
外

か
ら
四
百
三
十
四
点
も
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
応
募
い
た
だ
い
た

方
々
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
・審
査
は
五
月
十

一
日
、

マ
ス
コ
ッ
ト

・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
愛

称
審
査
委
員
会
の
委
員
十
五
名
に

よ
り
、
イ
メ
ー
ジ
や
意
味
あ
い
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
慎
重
に

審
査
さ
れ
た
結
果
、満
場

一
致
で
、

本
町
天
神
の
谷
川
元
清
さ
ん
の
「風

ま
る
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

今
後
こ
の
マ
ス
コ
ッ
ト
は
町
の

顔
と
し
て
町
民
の
み
な
さ
ん
や
観

光
協
会
、
商
工
会
な
ど
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
イ
ベ
ン
ト
や
出
版
物

な
ど
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

「
風
」
は
高
森
に
文
化
、
活
性
化
を
達

ふ
風
で
、
町
の
永
遠
の
テ
ー
マ
。
「
ま
る
」

は
他
の
図
形
に
な
い
無
限
を
表
し
高
森

の
発
展
は
未
来

（２１
世
紀
）
に
向
け
て

無
限
で
あ
る
こ
と
と
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
愛
く
る
し
さ
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
つ
け

ま
し
た
。
と
話
さ
れ
る
谷
川
さ
ん
。

岡
本
　
琴
司

馬
原
　
馬
笑

林
　
　
不
忘

＝
上
黙
公
ｒ

森
　
　
正
六

後
藤
や
よ
い

森
　
　
政
降

本
田
　
初
雄

後
藤
　
チ

エ

後
藤
　
法
龍

阿
部
タ
ツ

エ

本
田
　
訓
子

後
藤
　
　
”風

ぜ

●
中 2
‐ CJ です。よろしく !

僕の名前は「風まる」かつこいい名前をつけてもらいました。
これから、町のイベントにもドンドン出てがんばるぞ―。
いろんなところで僕を見るよ。
みなさん。かわいがってくださいね。

河
所:
づ
~

づ
~

き
野
/、

(13)
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引
ん
な

の

ひ
３

人
権
作
文

「
地
鳴
」
か
ら

友
だ
ち

た

い
い
く
の
時
間
に
、
三
角

の

の
ば
り
ぼ
う
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

一
番
上
ま
で
の
ぼ

っ
た
ら
、
高
く

て
こ
わ
か

っ
た
で
す
。
こ
わ
く
て

体
が
ふ
る
え
ま
し
た
。
ま
た
ぎ

こ

え
る
の
が
、
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

わ
た
し
が
な

い
て
い
た
ら
、
友

だ
ち
が
す
ぐ
、

「ど
う
し
た
の
ご
と
い
い
な
が
ら

来
て
く
れ
ま
し
た
。

「
の
ば
り
き
ら
ん
と
ね
ご

「う
ん
ど
と
わ
た
し
は
い
い
ま
し

た
。
「右
足
は
、
ま
た
い
で
い
る
か

ら
ゆ
う
き
を
出
し
て
ま
た
い
で
ご

南
阿
蘇
観
光
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

グ
ラ
ン
プ
リ
に

『
春
爛
漫
』
の

船
越
義
雄
さ
ん

（福
岡
市
）

四
月
二
十
八
日
、
国
民
休
暇
村

に
お
い
て
、
南
阿
蘇
観
光
フ
オ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
が
あ
り
ま

し
た
。
応
募
総
数
は
四
百
七
十
点
。

県
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
作
品
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
テ

ス
ト
は
南
阿
蘇
六
カ
町
村
が

一
体

と
な
り
、
南
阿
蘇
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
と
観
光
推
進
に
結
び
つ
け
よ

う
と
定
期
的
に
続
け
』
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

賞
は
グ
ラ
ン
フ
リ
の
は
か
、
キ

ャ
ノ
ン
Ｅ
Ｏ
Ｓ
賞
と
各
町
付
長
賞
、

人
選
作
合

‐
ｉｌ
．
―
八
作
品
が
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。
高
森
町
長
賞
は

「厳
冬
の
根
ｒ
岳
」
を
撮
ら
れ
た

西
べ
‐‐
志
の
米
村
九
州
男
さ
ん
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
作
品

は
各
町
村
巡
国
で
展
示
さ
れ
ま
す
。

展
示
の
＝
絆
は
決
ま
り
し
だ
い

あ
ら
た
め
て
お
知
ら
せ
し
生
す
。

グ
ラ
ン
プ
リ
の
船
越
さ
ん
の
作
品
。

白
水
村
の
野
辺
の
桜
の
大
本
を
題
材
に

さ
れ
た
も
の
。
桜
の
色
が
鮮
や
か
に
出

て
、
春
を
強
く
感
じ
さ
せ
る
作
品
で
す
。

町
で
は
、

こ
れ
上
で
に
様

々
な

国
際
交
流
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

モ
ン
タ
ナ
州
と
の
交
流
、
町
職

員
派
遣
、
学
校
関
係
で
は
、
韓
＝

（大
韓
民
国
）

へ
の
中
学
校
生
徒

の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
と
韓
国
か
ら
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
入
れ
。
そ
の
他

民
‐ｌｉｌ
レ
ベ
ル
で
は
阿
蘇
の
火
祭
り

キ
ヤ
ン
ペ
ー

ン
の
台
湾

（中
‥―――‥
民

国
）
訪
―ｌｌｌ
や
青
年
団
な
ど
が
行

っ

た
韓
国

へ
の
ボ
ー
ム
ス
テ
イ
と
韓

国
か

い^
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
入
れ

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

町
で
は
こ
れ
ま
で
の
交
流
内
容

を
生
と
め
て
、
文
化
、
観
光
、
産

業
な
ど
の
交
流
の
必
要
性
Ｌ
そ
の

方
向
性
な
ど
に

つ
い
て
の
１１ｉ
針
を

策
定
す
る
予
定
で
す
。
今
回
モ
ン

ク
ナ
州
で
開
催
さ
れ
る
ジ

ャ
バ
ン

フ
ェ
ア

ヘ
の
尾
下
の
獅
子
丼

い
派

遣
が
決
ま
り
ま
し
た
。
期
‐―――
は
六

月
八
＝
に
出
発
し
て
約

一
週
――――
は

ど
。
詳
し
い
内
容
は
次
け
で
お
知
　
Ｄ

ら
せ
し
ま
す
。
お
楽
し
み
に
。

理科と図工と体育が好きとニコ

ニコ顔で話してくれたひとみさ

ん。これからもやさしい気持ち

を大切にしてくださいね。
4月 21日  草部地区での戦没者追悼式 ・つ

て
い
い

な

高
森
小
学
校
　
三
年

木
　
崎
　
ひ
と
み

ら
ん
」
と
、
お
う
え
ん
し
て
く
れ

ま
し
た
。

だ
か
ら
、
わ
た
し
は
ゆ
う
き
を

出
し
て
、
が
ん
ば

っ
て
み
ま
し
た
。

そ
の
―ｌｌｌ
ず

っ
と
、
「が
ん
ば
れ
、
ひ

と
み
ち
ゃ
ん
」
と
お
う
え
ん
し
て

く
れ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
は
、
そ
の
時
の
こ
と

を
思
い
出
し
て
、
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
う
れ
し
か

っ
た
で

■
′
こ
ん
な
と
も
だ
ち
が
い
つ
ば
い

い
た
ら
い
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。

い
じ
わ
る
な
と
も
だ
―，
も
い
る

け
ど
、
や

っ
ば
り
や
さ
し
い
と
も

だ
ら
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

友
だ
ち
に
こ
ま

っ
て
い
る
人
が

い
た
ら
、
わ
た
し
も

こ
め
１
人
の

友
だ
ち
み
た

い
に
、
手

つ
だ

つ
て

お
う
え
ん
し
ま
す
。二

会
場
で
戦
没
者
追
悼
式

戦
争
で
亡
く
な
ら
れ
た
ヵ
々
の
■
を
慰
め
る
戦
没
汁
追
悼
式
が
、
今

年
も
四
月
二
Ｉ
Ｈ
か
ら
―
―
三
＝
ま
で
の
三
＝
―ｌｌｌ
，
―‐―‐
式
に
よ
り
、
野

尻
、

‐‐‐
，‐‥
部
、
高
森

の
ｊ
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
の

終
戦
か
ら
今
年
が
四
―
九
年
＝
。
年
数
は
経

っ
て
も
御
遺
族
の
心
の
悲

し
み
と
痛
み
は
癒
え
る
１
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
つ
の
世
も
戦
争
が
生

む
も
の
は
憎
し
み
と
悲
―
み
だ
け
で
す
。
そ
れ
で
も
今
な
お
、
―ＩＬ
界
に

は
紛
争
が
絶
え
る
こ
と
／，‥
く
繰
り
返
さ
れ
、
―‐‐‐
‥
し
み
悲
し
む
人
が
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。
尊

い
命
を
犠
牲
に
し
て
日
本

の
発
展
の
礎
と
な
ら
れ
た

方
々
に
報
い
る
た
め
に
１，
、
私
た
ち
は
平
和

へ
の
警

い
を
新
た
に
し
な

け
れ
は
な
り
ま
せ
ん
。

●

●  ●δ月 ″ θ″ 月まなιのだ,゛
ユ ングートノ で売

福岡市 はなしのぶキャンペーン

5月 25・ 26日の二日間、生産者、町の観光協会、
JA阿蘇南、南阿蘇国民体暇村と町関係課など17
名は、高森がはなしのぶの原生地であることと、

切り花の商品化の PR。そして6月 26日に行われ
る「はなしのぶコンサート」のキャンペーンのた

めに福岡市を訪れ、各報道関係への訪間と、通り

がかる人々に、はなしのぶの切り花1500本をフレ

ゼントして、街頭キャンペーンを行いました。

「
・，
‐―
，一
‐
●
●
〓
二
「
二
「
‐一」
「‐
´

尾
下
の
獅
子
舞
い

モ
ン
タ
ナ
州
カ
リ
ス
ペ
ル
市
ジ

ャ
パ

ン
フ
エ
ア
に
出
演

世
界
的
規
模
の
人
口
増
加
に
よ
り
、

三
百
年
前
は
世
界
中

一
人
当
り
の
上

地
ｉｆ‐ｉ
柑
は
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
っ

た
の
が
現
在
で
は
、
一
ヘ
ク
タ
ー
ル

以
下
に
減
少
し
て
い
る
。
こ
こ
ア
メ

リ
カ
で
は
、
一
人
当
り
四
十
五
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
あ
っ
た
の
が
、
十
五
ヘ
ク

タ
ー
ル
に
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
人

口
増
加
は
地
球
上
に
色
々
な
問
題
を

投
げ
か
け
て
い
る
。

今
回
は
人
日
川
加
に
よ
る
土
地
占

有
率
の
減
少
の
中
、
フ
ラ
ッ
ト
ヘ
ッ

ド
郡
の
林
業
――――
題
に
触
れ
て
み
る
。

ア
メ
リ
カ
は
約
二
百
年
前
の
移
民

時
代
に
比
べ
る
と
森
林
面
積
は
五
十
％

以
下
に
減
少
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。
こ
の
主
な
原
因
は
経
済
発
展

と
人
Ｈ
増
加
に
よ
る
宅
地
、
農
地
の

開
外
が
上
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、

天
然
資
源
と
野
生
動
物
生
忠
地
の
減

少
な
ど
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

し
か
し
、
本
材
は
対
日
貿
易
輸
出
額
ヽ

で
は
穀
物
と
並
び
上
位
に
ラ
ン
ク
さ

れ
て
お
り
、
木
材
産
業
は
重
要
な
位

置
を
占
め
て
い
る
。
こ
こ
モ
ン
タ
ナ

後

藤

正

三

で
は
農
畜
産
業
に
並
び
林
業
も
重
要

な
産
業
の
一
つ
に
な
っ
て
き
た
。

私
の
駐
在
し
て
い
る
フ
ラ
ッ
ド
ヘ

ッ
ト
椰
は
ロ
ッ
キ
ー
山
脈
の
西
部
に

位
置
し
面
積
は
百
三
十
六
万
ｈ
ａ
も

あ
り
、
そ
の
内
九
十
五
万
六
千
ｈ
ａ

（七
十
％
）
が
国
有
林
、
五
万
四
千

ｈ
ａ

（四
％
）
が
州
有
林
。
二
十
三

万
四
千
ｈ
ａ
（十
七
％
）
が
個
人
所

有
林
で
あ
る
。
残
り
十

一
万
六
千
ｈ

ａ

（九
％
）
が
農
地
、
宅
地
、
商
業

地
、
湖
で
あ
る
。
製
材
さ
れ
た
木
材

の
九
十
％
が
州
外

へ
出
荷
さ
れ
、
日

本
へ
は
こ
の
地
区
か
ら
二
十
％
が
輸

出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
区
の
人
口

は
六
万
五
千
人
。
そ
の
内

一
万
三
千

人
程
度

（二
十
％
）
が
林
業
に
か
か

わ
り
、
林
業
関
係
計
の
収
入
は
平
均

世
帯
を
上
回
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
本
材
の
伐
採
が
森
林
の

再
生
を
上
回
り
、
皮
肉
に
も
価
格
の

高
騰
が
世
界
的
な
競
争
力
を
失
う
結

果
と
な
っ
て
い
る
し
、
環
境
破
壊
問

題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
て

お
り
、
林
業
を
取
巻
く
環
境
は
様
々

な
課
題
を
か
か
え
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
の
解
決
の
た
め
に
、

企
業
、
行
政
、
学
識
経
験
者
、
環
境

保
護
団
体
、
一
般
住
民
な
ど
‐，―‐―広
い

会
員
が
集
め
ら
れ
林
業
研
究
グ
ル
ー

プ
が
組
織
さ
れ
た
。

今
の
と
こ
ろ
、
製
品
に
付
加
価
値

を
つ
け
．出
荷
額
の
安
定
を
は
か
る
。

自
然
環
境
と
野
生
動
物
保
護
の
た
め

の
伐
採
地
の
自
主
規
制
な
ど
の
改
革

案
が
策
定
さ
れ
つ
つ
あ
る
。専
門
家

や
行
政
だ
け
に
頼
る
こ
と
な
く
二
自

分
た
ら
の
こ
と
は
自
分
た
ち
で
」
の

力
強
い
精
神
が
こ
こ
に
も
生
き
て
い

る
。

ｏ
０

日

■
国
仇
ｙ
圏

の
林

業

モ
ン
タ
ナ
便
り

モ

ン

タ

ナ

ア
メ
リ
カ
ン
レ

ッ
ド
シ
ー
ダ
ー
や
米

ト
ガ
な
ど
の
針
葉
樹
が
大
型
の
ト
レ

ー
ラ
ー
で
運
び
出
さ
れ
る

(12)
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平
和
の
誓

い
を
新
た
に



毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る

「は
な

し
の
ぶ

コ
ン
サ
ー
ト
」
は
今
年
で

十
四
国
Ｈ
を
数
え
ま
す
。　
マ
ン
ド

リ
ン
奏
者
で
あ
り
、
作
山
家
と
し

て
も
有
名
な
林
＝
戦
太
郎
さ
ん
が
、

は
な
し
の
ぶ
を
は
じ
め
と
し
て
原

野
に
、
可
憐
に
、

け
な
げ
に
咲

い
た

野
草
た
ち
に
感
動

し
、
そ
の
花
た
ち

に
棒
げ
て
演
奏
し

た
の
が
そ
の
は
じ

よ
り
。
そ
の
趣
旨
は
変

わ
る
事
な
く
毎
年
、

南
阿
蘇
国
民
休
暇

村
内

の
阿
蘇
野
草

国
内
で
熊
本
市

の

尚
細
高
等
学
校
ギ

タ
ー

マ
ン
ド
リ
ン

ク
ラ
ブ
に
よ
り
演

奏
さ
れ
て
き
ま
し

た
。今
年
は
六
月
二

十
六
日
に
開
イーｌｉ
さ

れ
ま
す
。
そ
の
模

様
は
次
号
で
詳
し
く
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
今
月
号
で
は
そ
の
コ
ン
サ

ー
ト
の
主
役
で
あ
る
、
同
部
の
皆

さ
ん
に
ス
ボ

ッ
ト
を
当
て
て
み
ま

し
た
。

何
か
を
教
え
た
り
、
し
つ
け
た
り
す
る
と
き
は
？

自
分
が
し
て
い
な
い
こ
と
を
押
し
つ
け
な
い

争

Ｊ
ヽ

ム

（
メ

●

お
と
う
さ
ん

お
か
あ
さ
ん

子
哲
〓て
の
″多
【び

床
／わ
っ
て
ま
ず
か

の
び

の
び

と
育

て

る

に
は
？

性

の
区

別
な

く
、

さ

ま
ざ

ま

な
体

験

を

さ

せ

る

練 習 風 景 レポ ー トヽ

育
児
は
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
「
子
育
て
は
、
愛
情
を
も
つ

こ
と
が

一
番
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
親
の
愛
情
は
子
ど
も
に
と
っ
て
最
大

の
支
え
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
子
ど
も
が
幼
稚
園
、
保
育
園
そ
し
て
学
校
な
ど
に

通
う
よ
う
に
な
る
と
、
い
ま
ま
で
家
庭
内
だ
け
で
あ
っ
た
社
会
が
、　
一
回
り
大
き
な

社
会

へ
と
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
愛
情
を
注
ぐ
の
は
も
ち
ろ
ん
、
社
会
の
ル
ー
ル
を

教
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
、
大
人
に
な
る
の
を
応
援
し
て
あ
げ

る
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
役
に
立

っ
て
く
る
の
が
、
次
に
紹
介
す
る
子
育
て
の
三
つ
の

ポ
イ
ン
ト
。
ぜ
ひ
参
考
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
に
何
か
を
教
え
た
い
場
ベ
ーー
、

単
に
言
葉
で
説
明
す
る
だ
け
で
は
、

な
か
な
か
理
解
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。

子
ど
も
は
親
の
姿
を
見
て
育

つ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
に
何
か
を

さ
せ
た
い
、
教
え
た
い
と
思

っ
た
と

き
は
、
ま
す
お
父
さ
ん
、
お
け
さ
ん

自
身
が
自
分
の
行
動
を
通
し
て
教
え

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
す
れ
は
，

子
ど
も
は
自
然
と
党
え
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

「自
分
が
し
て
い
な
い
こ
と
は
子

ど
も
に
押
し
つ
け
な
い
。
―‐‐―
か
を
し

つ
け
た
い
と
き
は
ま
ず
親
か
ら
」
。
こ

の
こ
と
を
心
が
け
る
こ
と
が
、
よ
い

し

つ
け
を
す
る
こ
と

へ
の
第

．
歩
で

■

小
さ
な
ｒ
と
も
は
、
し
か
ら
れ
て

い
る
原
因
か
自
分
に
あ
る
と
分
か

っ

て
い
て
Ｌ
．

．
方
的
に
し
か
ら
れ
て

し
ま
う

ヽ
１‥
ツ
シ
イ
ド
を
傷

つ
け
ら
れ

る
の
は
も
―，
ろ
ん
、
自
―
‐
‐
を
失

っ
て

し
よ
ぅ
１

ヽ
１１
が
あ
り
ま
す
。

例
え
げ
．
い
つ
も
優
し
い
ｒ
が
隣

の
ｒ
ど
Ｌ
を
い
じ
め
た
と
し
ま
す
。

こ
の
場
へ
日
あ
な
た
な
ら
ど
う
し
生
す

か
。
「な
ん
て
い
じ
め
た
の
―
」
―．Ｉ

方
的
に
し
か
り
ま
す
か
。
た
し
か
に
、

子
ど
１，
は
そ
の
場
で
は
謝
る
で
し
，

J 輩

D

●  ●

―
l

≡≡副
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朱し

か
る
と
き

は
？

自
信
を
失
わ
せ
る
よ
う
な
言
葉
は
避
け
る

将
来
、
ｒ
ど
も
た
ち
が
ど
の
よ
う

な
人
人
に
な
る
か
、
ま
た
、
ど
の
よ

う
な
才
能
を
発
椰
し
、
ど
ん
な
仕
■

に
つ
く
か
、
本
人
す
ら
分
か
り
ま
せ

ん
。
で
す
か
ら
、
り
の
ｒ
も
女
の
ｒ

ｔ
、
性
別
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
体
験
さ
せ
て
み

Ｃ
く
だ
さ
い
。
き

っ
と
、
そ
の
体
験

の
な
か
か
ら
自
分
に
合

っ
た
も
の
，

興
味
の
あ
る
も
の
を
子
ど
も
た
ち
は
、

世
択
し
て
い
く
は
ず
で
す
。

、女
の
ｒ
だ
か
ら
、
男
の
ｒ
だ
か

，
。
し
か
し
、
′―
ど
も
は
プ
ラ
イ
ド

を
傷
ら

け
ｒり
れ

て
し
よ
う
場
合
も
あ

る
の
で
す
。

こ
の
ｉ
う
な
と
き
は
、
ｒ
ど
も

の

に
い
点
を
彙
め
て
あ
け

て
か
ら
、
し

か

っ
て
み
て
く
だ
さ

い
〓

い
？
も
は

に

し

い
の
に
ど
ぅ
し
て
へ
′
Ｈ
は

こ
ん

な

こ
と
を
し
て
し
よ

つ
た

の
″
〓

―́
」

い
・ソ
よ
う
に
…
…
―

そ
う
す
れ
ば
ｒ
ど
も
自
身
、
「供

っ

て
本
当
は
優
し
い
ん
だ
」
と
、
自
分

の
■
所
を
認
識
す
る

こ
Ｌ
が
で
き
る

ら
」
と
い
う
よ
う
な
区
別
は
や
め
、

ｒ
ど
も
出
身
に
判
断
さ
せ
、
麟
択
で

き
る
よ
う
に
育
て
て
く
だ
さ
い
っ
の

ひ
の
ひ
と
育

つ
こ
と
の
で
き
イ，
■
う

な
環
境
が
ｒ
ど
も
た
―，
に
と

，
て
は

大
切
な
の
で
す
。

の
で
す
。
と
さ
に
は
、
自
分

の
一勁
―
・

い

．
‐ｒｌｌ
を
見

つ
け
出
せ
る
か
も
ｔ
れ

■
せ
ん
。
′，
ど
も

の
プ
ラ
ィ
ド
や
自

―
‐
―
、
や
ろ
気
を
失
わ
せ
る
■
ち
な
言

葉
は
避
け
る

べ
き
で
は
な

い
ｔ
ｔ
ｌ

，́
か
。

るt
Y｀ヽ`

“
ｎ

、
一
、
ヽ

、

可

´く

6月 26日 (日 )は第14回 はな しのぶコンサー トです。
午前10時半 阿蘇野草国内(南阿蘇国民休暇村内)

し

(6)

″す
ど
も
μ
あ
り

，す

に

あ

ｔ

）

襲
（斗水
の
た
め
に

IL春夢教育

″ /

系もうすぐ行きます蒻う
高森のみなさん 待つててくださいね



木
村
理
忠
さ
ん
西
日
本

剣
道
大
会
で
準
優
勝

さ
め
ま
し
た
二
子
供
が

一
年
生
に

人
る
と
き
か
ら
、　
一
緒
に
ま
た
練

習
を
始
め
ま
し
た
。
体
力
づ
く
り

に
な
る
し
、
子
供
と
共
通
の
趣
味

が
持
て
る
こ
と
も
嬉
し
い
こ
と
で

す
。
勝
ち
負
け
よ
り
も
楽
し
み
と

し
て
毎
年
大
会
に
出
た
い
で
す
ね
。」

と
話
す
木
村
さ
ん
。

練
習
は
水
曜
日
と
日
曜
日
を
除

い
て
毎
日
行
わ
れ
、
取
材
に
お
邪

廃
し
た
と
き
も
熱
心
な
指
導
で
、

子
供
た
ち
も

一
生
懸
命
に
練
習
じ

て
い
ま
し
た
。
木
村
さ
ん
そ
し
て

児
童

の
み
な
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も

頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
。

大
津
町

つ
つ
し
祭
り
剣
道
大
会
で

優
勝
し
た
高
森
小
メ
ン
パ
ー

左
か
ら

本
村
勇
太
、
安
方
裕
二
、

高
本
陽

一
郎
、
本
津
京
三
、

本
村
允
哉
、
植
田
雄
貴
君

‐
　

ム
■
■
Ｏ
Ａ

燿
録
け
林

賞
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
胸
に
す
る

木
村
さ
ん

五
月
―
五
日
、
福
岡
市
の
福
岡

武
道
館
で
行
わ
れ
た
西
日
本
家
庭

婦
人
剣
道
大
会
に
お
い
て
、
本
町

旭
通
り
の
本
村
理
恵
さ
ん
（
三
段
）

が
二
十
歳
未
満
の
部
で
準
優
勝
し

ま
し
た
。
木
村
さ
ん
は

一
昨
年
に

は
優
勝
し
て
お
り
、
剣
道
は
小
学

校
か
ら
始
め
た
と
い
う
実
力
者
。

今
回
惜
し
く
も
僅
差
で
二
位
と
な

つ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
木
村
さ
ん
は
他

の
先
生

と

一
緒
に
高
森
小
学
校
剣
道
部
の

指
導
も
さ
れ
て
お
リ
ズ
子
供
さ
ん

も
剣
道
部
）
同
校
も
五
月

一
日
の

大
津
町

つ
つ
じ
祭
り
剣
道
大
会
の

低
学
年
の
部

（
四
年
生
以
下
）
で

優
勝
と

い
う
輝
か
し
い
成
績
を
お

J酪
´L

白

・
籠 :ラ

週

間

上
色
見
小
学
校
が
観
察
記
録
を
発
表

高
森
駅
構
内
に
あ
る
古
い
タ
イ

ヤ
を
利
用
し
た
植
木
鉢
に
チ

ュ
ウ

リ

ッ
プ
、
ス
イ
セ
ン
が
咲
き
は
こ

り
、
連
体
に
高
森
を
訪
れ
た
観
光

客
の
日
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
こ

れ
は
環
境
美
化
の

一
環
と
し
て
町

か
ら
球
根
の
助
成
を
受
け
、
ま
た
、

構
内
西
側
の
桜
が
テ
ン
グ

ス
病
に

冒
さ
れ
た
た
め
、
緑
の
財
団
か
ら

三
分
の
二
の
補
助
を
受
け
。
商
工

青
年
部
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
に
よ
り

植
え
替
え
る
な
ど
の
整
備
を
し
て

き
た
も
の
で
す
。
今
年
も
そ
の
内

の

一
部
が
花
を
咲
か
せ
て
お
り
、

来
年
の
開
花
が
楽
し
み
で
す
。

三
加
和
町
や
新
和
町
の
子
供
た
ち

の
発
表
と
と
も
に
同
校

の
児
童
四

人
が
力
を
合
せ
て
作
り
上
げ
た
、

た
く
さ
ん
の
資
料
を
も
と
に
し
て

鳥
や
自
然
の
大
切
さ
を
訴
え
る
素

晴
ら
し
い
発
表
を
し
ま
し
た
。
同

校
は
昨
年
ま
で
愛
鳥

モ
デ

ル
校
に

も
指
定
さ
れ
る
な
ど
、
愛
鳥
精
神

と
自
然
保
護
に
力
を
入
れ
て
い
ま

■
′は

な
し
の
ぶ
の

栽
培
に
着
手

町
産
業
の
発
展
を
願

っ
て

人
字
高
森
■
在

の
荒
牧
国
明
さ

ん
は
昨
年
―
．
月
中
旬
か
ら
県
な

ど
の
指
導
を
受
け
な
が
ら

、は
な

し
の
ふ
」
の
栽
培
を
Ｆ
が
け
て
き

ま
し
た
。
栽
培

―イー‐
柑
は
全
部
で

反

（Ю
ａ
）

そ
の
半
分
を
電
気
照
明
を
使
い
、

残
り
の
半
分
は
ガ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
の

生
ま
に
自
然
光
で
試
験
栽
培
を
行

っ
て
き
た
も
の
で
す
。

荒
牧
さ
ん
は
、
は
な
し
の
ぶ
本

こ
れ
か
ら
も
野
烏
の
観
察
を
続
け
た
い
。

自
然
の
大
切
さ
を
み
ん
な
が
知

っ
て
欲

し
い
と
話
す
子
供
た
ち
。

現部 it数 37名 。|1召和41年創立で今年が28周年 ||。 卒業生約400名 という

伝統を受け継ぎ、毎年■:||11「 らしい演奏と実績を残しているクラブである、

11:門 を入 ,́て はとんど !|:面 に学校が `|)る 。次の ||か ら,試験休みという

ことで、11)っ かましく 1)お l;iiriいすると快 く受け入れていただき、突然お

||IS魔す /3こ ととなった ,|キIS本に人 ,́て いくと |こ んにらは一」とり|る い

元気な声が響き合う.す くに座市川をすすめ |られ、コーヒーの接待を受

ける。 )午楽 lrtiだ |)で なく、

`L儀

作法など′、格形l,tlFliに も11:′ ||、 I:が麟かれて

いるのがわかる。

人部時にはほとんどが初y)て 、́
′ン ドリン、 ギターなど楽器を手にするとい う彼女たちも、 先生の指

導と水く築かれてきた伝統の |11み を自党 し、 |¬ らの向上心でメキメキと腕を 11げ 、船 りll.liぶ らす、ま

たそれが伝統に磨きをかけることになる。「その年々によって人間的にも音楽面で転
′
li徒 の佃1性に違

いがみ られるのが面白い。良いところはどんどん伸はしてやることが大切 」と先
′
11は話される。先′「

の指 FI(で練十11;11始。′1()1111ど の組〔iサ |1場 に
.`||1合
のホルカ''や

｀`
美 しき |'Fさ トナウ''な どのバランス′,

とれた、心地良いハーモニーが響く ′|イL‐ 人ひとりが先生 t′ )指

111:に 吸い込まれるように集中し、それそれのハー トが生とまって ,

しっか りとしたされいな音をlllしているグ)が良く1)か る。

今後は 7'1の コンクールと9月 の定期演奏会に焦点を合わせて

の活 !11',と なる 13年生の活動はそこ`1でで・
'■

,」 と

'1lrl li将

は少 し

寂 しげに語る。 2年後には30川年を迎えるので卒業生も交えた記

左から片岡麗香副主将と梅本由香利主将  念コンサーー|ヽ く)/｀画されている。 今後 tiり )1′;わオした伝統を誇 りにし

て、 また
'ワ

iし い試みく,11又 り入れながら、変 1)り ない部11の f11で 益々発展 していくだろう。はな しのぶ

コンサー |ヽ でσ)演 奏の来1晴 らしさを確イIiし 、 定サリ1演奏会に絶対にお牙|`魔することを心に誓って、 先生

`Lノ li徒 さんに11'別れ t_たⅢ (収 |イ |夕′カル)り がたら、1、 いヽ」:Lた。)

今年のおもな活動予定 :7月下旬 熊本県マンドリンコンクール
9月 15日 定期演奏会 (メルバルクホール)

」 k
贅

バ林田戦太郎先生

甲喝聯
｀

●  ●

●

"

県
の
野
鳥
保
護

の
集

い
で
、
上

色
見
小
学
校
の
五
年
生
四
人
が
、
「自

然
と
鳥
と
友
達
」
と
題
し
て
日
頃

の
観
察
記
録
な
ど
を
発
表
し
ま
し

た
。

こ
れ
は
愛
鳥
週
―１１１
の
意
識
を

高
め
、
愛
鳥
精
神
と
自
然
保
護

の

市
要
性
を
啓
発
す
る
こ
と
を
目
的

～

と
し
て
、
県
が
毎
年
開
催
し
て
い

る
も
の
で
す
。
今
年
は
、
五
月
八

日
に
上
益
城
郡
御
船
町
の

「く
ま

も
と
野
鳥
の
森
」
で
開
催
さ
れ
、

・
ヽ ―PI

左か ら後藤翼、後藤 勇樹、徳 丸恵美、荒牧美穂 さん

南鉄では、ドラム缶を改造

した塵焼却炉を販売していま

す。煙突はありませんが、灰

の取り出しガ容易に行えるよ

うに色々と工夫してあります。

価格は2300円。その他、パー

ベキュー用具も注文に応じま

す。お問い合わせと注文はお

気軽にどうぞ。な2-0058

げ

‥
　
ヽ
０

　

，

来
の
色
合

い
や
長
持
』
す
る
方
法

な
ど
研
究
を
描
み

‐―、
わ
な
が
ら
良

い
も
の
を
作
り
た

い
¨
ま
た
、
農

円
期
に
も
で
き
る
仕
■
で
も
あ
り
、

は
な
し
の
ぶ

コ
ン
サ
ー
ト
で
有
名

に
な

っ
た

１ヽ
の
化
を
活
か
し
て
、

町
産
業

の
振
興
と
町
の
活
性
化
に

つ
な
け
て
い
っ
て
欲
し
い
。
そ
―

て
、
兄
か
け
な
く
な

っ
て
き
た
ツ

ク
シ
マ
ツ
ーー
ト
や
ヤ
ツ
シ

ロ
ソ
ウ

な
ど
く≫
台

て
て
自
分
た
ら
も
楽
」

み
な
が
ら
、
山
に
返
す
取
組
み
Ｌ

し
て
み
た
い
Ｌ
話
さ
れ
る
。

ま
た
、
■
“
牧
さ
ん
は
、
毎
年
の

は
な
し
の
ぶ

コ
ン
サ
ー
ト
演
奏
に

感
謝
し
て
尚
細
高
校
に
、
は
な
―

の
ぶ
の
明
り
化
を
贈
ら
れ
生
し
た
。

でるほどに花は応え

る荒牧さん

(10)(7)
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摯
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い
つ
ま
で
も
若
々
し
く

高
齢
者
学
級
開
講
式

日
ま
ぐ
る
し
い
社
会
情
勢
の
変

化
に
対
応
し
て
若
さ
の
源
で
あ
る

「知
識
」
を
吸
収
し
て
い
た
だ
き
、

人
生
を
充
実
し
た
も
の
に
し
て
い

た
だ
こ
う
と
、
町
で
は
毎
年
高
齢

者
を
中
心
と
し
た
勉
強

の
場
で
あ

る
高
齢
者
学
級
を
開
い
て
い
ま
す
。

今
年
も
五
月
十
八
日
か
ら
十
九
＝

ま
で
の
三
Ｈ
Ｉｌｉｌ
各
地
区
に
お
い
て
、

こ
の
開
講
式
を
行

い
ま
し
た
。
十

八
日
午
後
か
ら
行
わ
れ
た
、
高
森

中
央
公
民
館
で
の
洲
講
式
に
も
受

講
生
六
十
五
人
が
参
加
。
今
村
町

長
に
よ
る
町
振
興
計
画
な
ど
の
説

明
を
熱
心
に
―ユーー
き
入

っ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
今
後
の
学
習
計
画
は
フ

オ
ー
ク
ダ

ン
ス
や
調
理
実
習
、
宿

泊
交
歓
会
、
修
学
旅
行
な
ど
楽
し

い
企
画
で
開
か
れ
ま
す
。

町
で
は
、
農
家
の
畜
産
意
欲
向

上
を
図
り
、
畜
産
の
振
興
を
推
進

す
る
こ
と
を
日
的
と
し
て
、
今
年

も
こ
の
品
評
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
日
、
農
家
が
繁
殖
牛
に
す

る
た
め
に
大
事
に
育
て
て
い
る
雌

牛
七
十
三
頭

（蒲
齢
三
十
八
頭
、

壮
齢
三
十
五
頭
）
の
自
慢
の
子
牛

が
出
さ
れ
、
資
質
、
体
形
、
発
台

な
ど
に
つ
い
て
厳
し
い
審
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
審
査
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。
（敬
称
略
）

【
若

齢

の
部

】

▼
優
等
賞
　
山石
下
利
晴
▼

一
等
賞

住
古
栄
男

・
本
田
＝
光

・
宇
藤

第36回

優良子牛 保留奨励品評会

4月 27日 南阿蘇家畜市場
たくさんの方が参加されました

._“∠
交付式のあと今村町長と談笑する後継者のみなさん

“南阿蘇は一つ"を合 ::果に阿蘇南部の 6カ 町村
の教育委員会が地域の特性を見つめ直し、今後の発

り」(に役立てようと昭和59年から南阿蘇セミナーを開

いています。毎年たくさんの人が参力‖さオし、今年 5

月2611に 本町の林業総合センク‐―で250人が参加 して

合111開言簿式が行われました。

今後各町村毎にコースを設けて年間に 5回の講 ,ス1ミ
を1川 くことになっています。

本町の今年のテーマは「地域社会と女性」次回は

6月 14「i(火 )に高森町中央公民館で「心の時代と
宗教」と題 して、本‖1秀道さんの講演があります。

また、他の町村の講座内容など詳しいことのお尋ね

や、受講を希望される方はお気111に町教育委員会社

会教育係までどうぞ。

82■ 111内線169 社会教育係

塚本団長から辞令を受ける新入団員の :■さん

第 本

う) 音|∫
卜1
‐ ・ 夕t
剖
`

町
内
に
居
住
す
る
農
林
業
、
商

工
業
の
後
継
者
を
育
成
し
地
域
産

業
の
発
展
を
図
ろ
う
と
、
四
月
二

十
二
日
に
後
継
者
育
成
補
助
金
の

交
付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
町
の
後
継
者
で
結
婚
さ

れ
た
の
は
、
農
林
業
で
は
河
原
の

自
石
信

一
、
ゆ
か
り
さ
ん
夫
妻
、

上
色
兄
の
高
倉
清
隆
、
恵
美
さ
ん

夫
妻
。
ま
た
、
商
工
業
で
は
、
村

山
の
三
森
高
度
、
恵
美
子
さ
ん
夫

妻
、
天
神
の
字
藤
敬
、
麗
子
さ
ん

夫
妻
、
武
＝
憲

一
、
明
美
さ
ん
夫

妻
で
し
た
。●

子

・
宇
藤
守

・
後
藤
保
幸

。

山
友

二

（
二
頭
）

・
草
村
秀

自
石
博
昭

【
壮
齢

の
部
】

▼
優
等
賞
　
後
藤
保
幸
▼

一
等
賞

松
尾
治
実

・
岩
下
綾
子

・
児
Ｌ

邦
昭

・
安
方
康
美

・
増
田
喜
久
占

・
岩
下

一
人

・
山
田
金
光

・
甲
斐

睦
夫

・
児
王
国
広

・
栗
焼
章
聖

農
業
委
員
会
だ
よ
り

間
に
高
額
の
経
営
移
譲
年
金
を
受

給
し
、
六
十
五
歳
以
降
は
農
業
者

老
齢
年
金
と
合
わ
せ
て
も
そ
れ
ま

で
の
二
十
五
％
に
落
ち
込
む
体
系

と
な

っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
高

齢
化
社
会
に
対
応
し
て
、
い
し
ろ

六
十
五
歳
か

ｂヽ
の
老
後
補
償
の
充

実
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、
先
の
改

正
に
よ
り
、
生
涯
に
お
い
て
毎
年

同
じ
水
準
の
年
金
を
受
け
取

っ
て

い
く
終
身
同

一
型

（カ

マ
ボ

コ
型
）

の
綸
付
体
系
が
導
入
さ
れ
生
し
た
。

イ
、
経
営
移
議
年
金
の
給

付
に
係
る
経
過
措
置

大
正
十
ｆ‐ｉ
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
十

一
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方

（改
正
法
施
行
日
　
平
成

１
年
四
月

一
日
に
お
い

て
、
１１１
十

五
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の
杵
）

に
つ
い
て
は
、
改
正
法
施
行
日
以

後
に
経
営
移
譲
年
金
の
受
綸
確
を

取
得
し
た
場
合
に
、
新
給
付
体
系

（カ

マ
ボ

コ
型
）
に
代
え
て
Ⅲ
給

付
体
系
に
似
た

「経
過
的
給
付
体

荒
牧
　
俗

一

叩
斐
紀
比
古

後
藤
　
祥
之
全
宏

系
」
（ピ
ス
ト
ル
型
）
に
よ
る
給
付

の
通
川
を
中
し
出
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

こ
の
経
過
的
給
付
体
系
は
、
①

昭
和
六
年
度
以
前
生
ま
れ
の
者
に

つ
い
て
は
改
正
前
の
旧
給
付
体
系

（農
業
者
老
齢
年
金
を
含
む
）
レ
」

同
様
の
給
付
を
行
い
ま
す
が
、
②

昭
和
七
年
度
以
降
生
ま
れ
の
者
に

つ
い
て
は
、
年
金
の
支
給
――――
始
年

齢

一
生
年
度
に
つ
き

一
歳
ず

つ
引

き
Ｌ
げ
、
そ
の
代
り
に
六
Ｉ
Ｉ
歳

以
後
の
年
金
額
を

一
生
年
度
ご
と

に
徐
々
に
厚
く
す
る
よ
う
な
仕
組

に
な

っ
て
お
り
、
段
階
的
に
カ

マ

ボ

コ
型
の
新
給
付
体
系
に
近
付
く

よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

章 古 加
・ 良 代

後
継
者
に
育
成
補
助
金
を
交
付

つ

若齢の部 優等賞の岩下利晴さんと
第二やすえ

壮齢の部 優等賞の後藤保幸さんと
ひめひかり

平
成

六
年
度

高
森
町
消
防
団
辞
令
交
付
式

本
年
度
の
消
防
川
辞
令
交
付
式

が
五
月

一
日
役
場
庁
合
内
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

式
に
は
新
規
人
団
や
階
級
変
更

者
、
全
分
団
長
を
は
じ
め
と
し
て

各
分
団
の
幹
部
が
出
席
。
塚
本
国

長
や
今
村
町
長
か
ら
、
消
防
の
使

命
な
ど
に
つ
い
て
訓
辞
を
受
け
ま

し
た
。
そ
の
後
新
入
団
員
な
ど

一

人
ひ
と
り
に
辞
令
の
交
付
が
あ
り
、

新
入
団
員
は
声
を
合
わ
せ
て
団
畏

に
対
し
て
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

農
業
者
年
金

働

一
、
年

金

給

付

給

付

の

型

農
業
者
年
金
の
保
険
料
納
付
期

間
が
三
十
年
以
Ｌ
あ
る
方
が

（昭

和
十
年

一
月

一
日
以
前
生
ま
れ
の

人
に
つ
い
て
は
期
――――
短
縮
あ
り
）

前
月
け
で
紹
介
し
た
よ
う
な
経
営

移
譲
を
行
え
ば
二
経
営
移
譲
年
金
」

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
経
営

移
譲
を
し
な
か

っ
た
人
に

つ
い
て

は
、
六
十
五
歳
に
達
し
た
翌
月
か

ら

「農
業
者
老
齢
年
金
」
が
支
給

さ
れ
ま
す
。　
一
方
，
経
営
移
譲
年

金
の
支
給
停

――‐
要
件
に
該
当
し
た

場
合
に
は

「特
例
支
給
の
農
業
汁

老
齢
年
金
」
が
あ
り
ま
す
。

二
、
新
し
い
給
付
体
系

へ
　

の
　
移
　
行

ア
、
カ

マ
ボ

コ
型

の

終
身
同

一
年
金

ヘ

従
来
の
給
付

（ビ
ス
ト
ル
型
）

は
六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
の
五
年

新
入
団
員
紹
介
　
敬
称
略

第
三
分
団
二
部

第
三
分
団

一
部

同
分
団
二
部

第
四
分
団

一
部

荒
牧
　
久
利

芹

日
　
正
樹

阿

―ｌｊ
　
光
政
栄
次

博
文

＝

益

雅
康

金
瀬
　
史
国

同
分
団
二
部

第
五
分
団

第
六
分
団

第
七
分
団

一
部

第
八
分
団

一
部

第
十
分
団

一
部

●  ● 南阿蘇セミナーが開講
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経過措置の給付体系図 (抜粋)
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60晨   65最
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昭 9年度生ま

れの人

(施行日に56

政 )

63歳 (,5厳
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1567円
大 15～ 昭 6年

度生 まれ

(施行 日に59

歳以上 65厳未

満の人 )
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